
和歌山県
「しごと」のある「くらし」体験事業
体験受入団体の募集について

令和6年度
日高川町ソフトバレーボール教室

 「しごと」のある「くらし」体験事業とは 
和歌山県への移住に興味のある方々を対象に、県内の事業者の元での仕

事体験の機会を提供し、移住・採用に繋げることを目的とした事業です。

受入団体の目的に合わせて、下記①および②のコースから選択してください。
① 起業・就農コース ② 就労コース

受入目的 仕事の魅力を伝えたい
移住者を増やしたい など 自社の採用に繋げたい

受入期間 ２～３日間 ２～６日間
謝　　礼 ５，０００円／日 －
参加者の目的 和歌山の仕事／環境を知りたい 就職・転職をしたい
参加者の年齢 18歳以上
募集期間 随時募集（事業実施期間：令和7年3月31日まで）

日程調整・宿泊先・保険 下記、運営会社にて対応　※受入当日は現地集合・現地解散

◯ 日　　時：令和6年７月17日・24日・31日 (毎週水曜日 計3回)
 20：00～22：00（1回のみの参加可）
◯ 会　　場：丹生中学校体育館
◯ 参加資格：町内に在住、もしくは在勤されている方。
◯ 申込締切：令和6年7月12日(金)
◯ そ  の  他：教室受講中に起きた傷害や疾病については主催者では応急処置のみ行い、以降の責任は負えませ

んのでご了承ください。

令和3年11月ゼロカーボンシティ宣言　2050年二酸化炭素実質排出ゼロを目指します

企画政策課
☎23－9511

お問合せ
～できることからはじめよう～

日高川町防災センター ☎24－9280お問合せ

日高川町体育協会事務局(教育委員会教育課内) ☎22－8816 FAX.24－0154お問合せ・お申込み

株式会社 仕事旅行社 ☎03－6452－9414　Mail：info@shigoto-ryokou.com運営・お問合せ

■ 主催  和歌山県地域振興課

Vol.58 自然災害から
自分と家族の命を守る

大雨に備える大雨に備える
自分と家族の命を守る
自然災害から

■ 災害時の情報や行動
・警戒レベル・気象情報(警報）・避難情報・取るべき避難行
動を知っておきましょう。
テレビやラジオなどで最新の情報を入手するよう心がけ、
気象庁や町が発表する気象情報や避難情報に十分注意し、
早め早めの防災行動をとるようにしましょう。

■ すばやく避難するために
・ハザードマップで自分の地域を確認しておきましょう。
・避難所までの避難ルートを確認
しましょう。夜間の見通しがき
かない場所、蓋のない側溝が
ある場所など危ない場所を事
前に確認し、安全なルートを設
定しましょう。

初夏から秋にかけては、台風や前線の影響で洪水や土砂災害などの自然災害が発生しやすい季節です。
近年では、毎年のように台風や大雨(豪雨）による被害が全国各地で発生しています。
こうした自然災害から命を守るために防災情報と避難について、再度確認し、災害に備えましょう。

■ ためらわずに早めの避難を
・暗くなる前、道路が冠水する前に避難しましょう。移動時
間を考えて早めに自主避難することが大切です。

・危険を感じたらすぐ避難しましょう。猛烈な大雨で屋外ス
ピーカーの避難情報が聞き取れなかったり，突然の大雨で
避難情報が遅れたりすることがあります。危険を感じたら
すぐに逃げる自主避難が大切です。

・土砂災害等の危険な地域にお住まいの方は、土砂災害警
戒情報等が発表されたら、安全な場所にすぐに避難しましょう。

■ 移動することが危険なときは緊急避難を
・夜間の避難所への移動は避けましょう。夜間は見通しが悪
く、側溝などが見えなくなり、大雨が降っているとさらに
見通しが悪くなり危険です。

・土砂災害の多くは１階で被災しています。避難場所への移
動が困難なときは、近くの頑丈な建物の2階以上に緊急避
難するか、それも難しい場合は、家の中のより安全な場所
（がけから離れた部屋や2階など）へ避難しましょう。

デコ活宣言は
こちらから

参加費│無料
スポーツ

暮らし
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